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Great Sea Battles　
絵巻

　2008年(平成20)01月09日　　　　
海友フォーラム第三回懇談会

岡本　洋

その3　英蘭戦争とトラフアルガル海戦
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Great Sea Battles　　◎印が勝者
• 白村江の戦い　　663年　　◎唐・新羅～倭国(日本)
• Lepant. レパント1571年　　◎ｽﾍﾟｲﾝ・ﾍﾞﾈﾁｱ等キリスト教国　
　　　　　の戦い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～トルコ

• スペイン・アルマダ・1588年、　　◎英～ｽﾍﾟｲﾝ無敵艦隊
• 英・蘭戦争・　1次◎英・1652～54年、 2次◎蘭・1665～67年、
　　　　　　　　　3次◎蘭1672～74年

• トラファルガル・1805年　　◎英～ｽﾍﾟｲﾝ・フランス
• 日本海海戦・　1905年　　　◎日～ロシア・バルチック艦隊
• ミツドウエイ・　1942年　　　◎米～日、
• 戦艦「大和」・　1945年　　◎米～日、
• その他　　ジブラルタル&マラガ1705年///                  

Chesapeak Bay,1781年/// ナイル,1798年///ナバロン1827年
///フォークランド1914年///ジェットランド1916年///                              
ビスマルク1941年///  レイテ湾1944年 などはここでは略。

総括1
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Great Sea Battles　と　　　　　　　　　　　　　
「海と世界の支配」の転換　⇒　は、勝者、台頭

「フェニキア」⇒ 「カルタゴ」⇒ 「ローマ」⇒ 「トルコ」支配の変遷

「レパントの戦い」⇒ヴエネチア、そしてイスラムからキリスト教　
　　　　国・スペイン・ポルトガル　へと 「歴史の大きな転換」

「アルマダ」　⇒　イギリス・・・・・侵攻阻止の勝利　1　　　　　　　　
「ジブラルタル、マラガ」　⇒　イギリス　・・・・同　　2　　　　　　　　
「トラフアルガル」　⇒　イギリス、(蘭、仏　の後退)・・・同　3　

「チェサピーク」　　⇒　アメリカ

日本海(対馬)　　⇒　日本・・・・完全勝利。日本の大国への躍進

1, 2 次世界大戦　⇒　米・　英　・・・・・・米国の一極支配への道

　「ビスマルク」、「ミッドウエイ」、「レイテ湾」、「大和」などの敗戦
　　

総括2
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英・蘭戦争　1652～1672年　

• 第一次1652年-54年、第二次1655-67年、
　第三次1672-74年。
・英・オランダの海の覇権争い

・中継貿易で繁栄するオランダを押さえるために英
はby Britainを可能にする航海条例を発布。
・New York(New  Amsterdam)を英が占領。蘭に放
棄させる。などの攻防。

・数次の海戦。次第に英への覇権のながれ。
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第2次英蘭戦争中の1666年6月11日から14日にかけて海戦が行われ
た（エイブラハム・ストーク画）

英国とオランダの　　　　
　海運主導権をめぐる戦い

英蘭戦争1
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トラフアルガルの海戦　1805年

• 英国救国の英雄ホレーショ・ネルソン提督
の名を高からしめた海戦。彼は海戦時そ
の旗艦Victory艦上で敵の狙撃をうけ戦死。

• ネルソン・タッチ・・・ネルソンのT字戦法
• ナポレオンの英国上陸進攻を阻止。フラン
ス、スペインの連合艦隊をスペイン・トラフ
アルガル沖で破り、英は制海権を確保。
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24

1805年、英ネルソン艦隊、スペイ
ン・フランス連合艦隊をトラファル
ガル沖に破る

ネルソンの旗艦
は　 Victory

トラファルガル1

海戦　地点

ジブラル
タル海峡

ナポレオンの英国侵攻を阻止、歴史的勝利
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トラフアルガル2
1805年

National Geographic 2005.10 より
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英国艦隊

仏・ス　連合艦隊

トラファルガル3

ネルソンは
T字戦法、
接近戦
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ネルソン提督の戦死　　　
　　旗艦ヴクトリー艦内

トラファルガル4 「神に感謝する。私は義務を果たした」
と言い残してネルソンは戦死した。


